
国土交通省では、近年激甚化する災害に対応するために「流域治水」

という取組をおこなっています。そこで、流域治水について学び、四万

十川流域で具体的に取り組んでいる内容を多くの方々に知っていただく

ため、中村河川国道事務所職員で流域治水に関する絵本を作成しました。

今回、作成した絵本のパネル及び水防工法を紹介するミニチュア模型

をアピアさつきにて５月１６日～６月４日の間展示します。

雨の多くなる季節の前に、身近な防災について考えてみませんか？

流域治水ってなに？
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絵本と模型で身近な防災について学ぼう

令和５年５月１２日
四国地方整備局 中村河川国道事務所

りゅういき ちすい

本施策は、四国圏広域地方計画
【No.１ 南海トラフ地震を始めとする大規模自然災害等への

「支国」防災力向上プロジェクト】の取組に該当します。

げきじんか りゅういきちすい

■開催期間：５月１６日（火）～６月４日（日）の店舗営業時間中
■開催場所：アピアさつき１階 （高知県四万十市右山五月町８－１３）

■内容：「流域治水ってなに？」パネルの展示、
絵本（小冊子）の配布、水防工法ミニチュア模型の展示、

実際に水防活動に使用される土のうとのふれあいコーナー
など

絵本

模型


